
兵庫県南西部にお職るムラサキツバメの現況ゞ(その2）
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「兵庫県南西部におけるムラサキツバメの現況（その1)| Jであら談払を
述べておいたが､その後の調査等でわかつたこ塗を追加報告しておきたい。 : --

1 ．採集記録等について
｡ ・~ ー1h d

（1）相生市矢野町三濃山、 1d列 1989年9月12日』山下剛史
1卓． 、 1991年8月15日、 ■：

． 。 ？ ： ‐も － （≦2竿竿確認〉 ゞ≦』 ”、 ‐ ?劇 ” ’

(2)赤穂市周世 1字 ’991年S月18白Ⅶ=

＊（3）相生市那波南本町（中央公園） ら若令幼虫 1991年8月17日確認
1忽目撃 1991年8月18日撮影
1終令幼虫 1991年8月31日確認

＊（4）相生市山手町（墓地公園） ヨ若令幼虫 1991年8月18日確認

！ 『 , 、 ： 9）

（5）姫路市飾磨区妻鹿日田町一 13鳳拳≠ 1989鑪驫月9日

＊(6)姫路市飾磨区妻鹿 1cF 1991年墨月溌日

9）

（7）相生市若狭野町東後明 1終令鋤壊1989零舞逼熱日
戸、1989年璽偲26日1字羽化
… ‘ ;き ：

＊(8)揖保郡新宮町善定（松尾神社） 1終令劾襲1991年9月1日
1991年9月26日1字羽化

8）

（9）相生市矢野町小河 1字 1982年7月29日入江智朗

7）

(10)宍粟郡波賀町小野 1竿 "1983年。荷1,8日勝屋潤

＊印新たに見つかった生息地
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2．新たに見つかった生息地の状況等について
: ‘ ､ : - : 』 : 、 ( ､雨:,-i:;､~ 『 ≦､1ざ､ '妹再 尋『 l : ' ; '! ' , ．､j ri' ;IUJ､?;

①中央公園（相生市那波南本町> &- ､』 ?~ .〃ﾐ賊？ ｛ ;”無､､ ゞ糊;＃ : -』 ､ ;藤、！ ．． ．ゞ 、 ， 、、 ． 、－ 1 ．． ． ． . ；

:1991年9月17曰く《図書館へ錨道すがら、｣懇に職溌く擬園腱植栽薄れ竃いる
マテバシイのひ達ぱ遂に気を隆られくI髄用芽藩みつめで臘患盤戟オオクロア
リが盛んに行き来している．アブラムシでもついているのかなあ－とく,:念の

篝溌撫鋳灘蕊鑿麓霊繍譜
又、翌日にはその木の近くで1cFを目撃も写真撮影にも成功腫潅顎8月例日
■には近くの樹より終令幼虫1.頭確認･し↓だざず?妬、 i 『農 "ゞ ： メ X: 己二

if. 、 ： ､ ､ ‘､:奇 ::北《〉 “』 、 『 ; : ;j劃;:#い蓉 ／
②墓地公園（相生市山手町） Ⅷ､ (W- ミ ル i 回，よ; ： 『､; ‘ ; .-< 熨きぎ§
ひょっとしたら他にもいるのではと思い、山手町にある墓地公園へと， さ
っそく飛んでいった‘．そして、そこでも若令幼虫を確認することが鵠来た5％

． ‐ ： ,了良1 ,. ． 』 ( -Mj( !f: ,"

1989年8月9日、出光興産・兵庫製油所ゞ？(姫路術飾磨厘妻鹿日田町>､構内
で1忽を目撃したことを思いだし、至近距離にある妻鹿の浜手緑地内を調査
してみたところ、予想通りに1cFが採集出来た．

、 テミ .． . ､』?‐ ．≦l_､、 と 、

④揖保郡新宮町善定 ‘ ; 、 、"､§≦
松尾神社境内のシリブカガシ承勤終令幼虫11頭を確認感' , § …”篠“

； ， ，《､<､7 1 ，零;l .：

ﾖ・食樹マテバシイとシリブカガシの比砿" ミ ミ ゞ下 ■ ■ ﾙ‘ < 》 」 ，
1994年ら月12日、相生市三濃山での観察#､ ＃ ■ ,ゞ ：

マテバシイ ： 臼 ： ；

若葉は、すでに広がり硬化しつつある。これでは、若令幼虫は育たない．
新芽から若葉までの期間は20～3怨日位か:一一套葉の硬化が早い:‘》 ／ ‐

シリブカガシ

新芽が出かけている。若葉は軟らかいので侭飼育する場合こちらが有利。

鰯篝薑鬘零尉囎竺謂裡畠寿令震茎言菖釜簔奪遵ﾏ警聖募衾繋
期に産卵している。

②マテバシイ喰はマテバシイの芽吹き時期に、シリブカガシ喰はシリブカガ
シの芽吹き時期に合せて、それぞれの環境に適応させて産卵し、世代を繰返
しているのかもしれない。マテバシイ喰の場合､ﾕ発生回数も1～2回といっ
た数少ないもので、成虫生存期間も結構長いものとすれば、産卵に適した樹

木を求めて、かなりの範囲を放浪する習癖があるのではなかろうか錨

③同じく、越冬した蝶であるクロコノマチョウの場合、 1ヶ月位はダラダラ
と産卵していると思われる｡成虫越冬の蝶には、 「特有のたくましい性質」

； ‘ 、

がそなわっているのかもしれない｡
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4．補足
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①相生市の中央公園・菓地公園では、マテバシイを食していた。これらは、
偶然にも、雌蝶が飛来して産卵していったも1の壁推測できるず毒テ凝華イは
､公園｡;墓脳苓街路等に植栽きれており』す条件毒えよければ偶発することがあ
:るものと思われるのでざ注意し露観察してみる産､"案外発見出来るかもしれ

識
が主要な食樹であり、恐らく、この樹があれば、本種が生息していると思っ
て差支えないのではなかろうか。 i l ' ‘ ■ : r' ; 、 』 ；て : Y｣ : : ， ゞ : ‘ユ

ュ ‐J . 」い'I: 婆 さ; f"鳥 一 :; : ;'i ； 1 1 （” 、■ ＃

5．.問題点i 二い;湖;' ".L r､,* "〆

成虫がどこで越冬し、越冬後、いつ産卵しざi’第弘化が発生し莚いるのかと
､:いつ瀧筵とが今後②課題で添るふi ?: §堂"毎､ ： , ;& Ⅲ; 、 ，
、 ｜ ; 1 …‘ ・ ・ ・' ‘: 、"4:3. _7' : .･ " :." ;､§ “： ′ ‐… ・ ‘,; ‘ ‘ ‘ ： ｛ ‘ ≦ ． ・ ・ ．， 、 ， ，1 ． ， 」 ：
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